
●質問①…能登半島地震からの教訓、学ぶべき対応について
この質問は、能登半島地震を「特別な災害」と捉えるのではなく、稲敷市の防災・復興のあり方を考え直す契機とし
た、防災対策の強化について伺いました。
Ｑ：質問のポイント
避難所として各小中学校体育館が指定されているが、有事の際少しでも快適に過ご
せるよう非常用電源と空調設備の早急な整備について質問をしました。
Ａ：答弁
体育館の空調設備については順次整備していきたいが、非常用電源整備について
は、優先順位を精査しながら調査研究したい。

●質問②…自治体経営における政策形成能力の向上について
自治体職員の退職者が年々増え続けており、自治体にとって将来にわたり組織を支え続けてくれる若手職員の確保が
大きな課題であります。首長が自治体を如何に経営していくかについて伺いました。
Ｑ：質問のポイント
企業版ふるさと納税制度の人材派遣型モデルを活用し、企業から稲敷市に専門人材を派遣してもらうことで、行政レ
ベルをさらに引き上げていくべきと考え質問をしました。
Ａ：答弁
今後の行政運営は民間の有能な人材の力を借りながら、職員の能力向上と地方創生への取り組みが強化されるよう、
「官民連携プラットフォーム」でのマッチング支援の活用も検討したい。

▶６月15日（土曜日）
　霞ヶ浦に隣接する稲敷市、阿見町、美浦村による水防
訓練が実施されました、訓練では、河川の氾濫を想定し
て注意点を確認し連携した「土のう積み」や、堤防の
シート張り訓練など様々な手法による水防対応が実施さ
れました。
　消防団員の皆さまの訓練活動に感謝申し上げます。　
　今後も地域の安全と災害対策向上にご尽力願います。

●稲敷市暮らし応援商品券（市民一人3,000円）の交付
原油価格・物価高騰等の影響に伴い、家計負担や地域経済への影響を受ける中、
稲敷市暮らし応援商品券の交付による支援
●定額減税補足給付金
令和６年分の所得税及び令和６年度分の個人市・県民税において定額減税しきれ
ない方に給付措置を実施（給付総額２億８千万円）
●低所得者世帯（R6年度新たに住民税非課税世帯又は住民税均等割のみ課税世帯）
　に対する給付金（１世帯当たり10万円）

市議会(6月定例会)では、こんな事が協議されました。

議会での一般質問「令和６年６月議会」

豊かな行政経験を活かした着実なまちづくり。
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▶６月30日（日曜日）
　地域環境美化のため、市内一斉
の清掃作業（環境美化の日・空き
缶等改修事業）が行われました。
例年に比べ、空き缶等が少ないよ
うに感じました。
　これは、田んぼの耕作者の方が道
路沿いまで草刈等を行って管理して
頂いるからだと思います。道路沿い
の環境整備は安全確保だけでなく環
境維持にも繋がる大切な業務です。

▶６月29日（土曜日）
　茨城ゴールデンゴールズVS読売
ジャイアンツ３軍のオープン戦が稲
敷市桜川球場で行われました。茨城
GG「別名欽ちゃん球団」は2005年
桜川球場を本拠地とし創設された社
会人野球クラブチームです。2006
に解散問題（市役所での担当が私で
マスコミなどの取材など貴重な経験
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毎日暑いですね。昨年から地球温暖化ではな
く、地球高温化ではないかと思うくらいに、
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気候の高温化が進んでいるように思えます。この地球高温化の影響
もあり、台風の大型化をはじめ、線状降水帯など、豪雨・暴風な
ど、が頻繁に発生しています。加えて、8月8日に宮崎県日向灘沖で
発生した地震（最大震度6弱）は、東南海トラフ地震を予感させてい
るなど、災害の大規模化や頻発化だけでなく、複合災害にもきちん
と備えるような状況を迎えていると感じざるを得ない時代を迎えて
います。今後も、稲敷市の皆さんの安全・安心な生活のためにも、
誠意取り組んでまいりたいと思います。

でした）が発生しましたが、後任として片岡安祐美ちゃん
が就任され、地域密着型のチーム運営が行われています。

▶７月６日（土曜日）
　「茨城県南市町村議員有志
の会」勉強会に出席させて頂
きました。
　宇野善昌・復興庁事務次官
（元茨城県副知事）による講演
「霞が関の視点から見た茨城県
南地域のポテンシャル」、ま
た、高市早苗・経済安全保障担
当大臣による有意義な情報や経
験談を聞くことが出来ました。

▶７月13日（土曜日）
　NPO法人「茨城県南生活者
ネット」が主催する勉強会に参加
させて頂きました。加藤勉龍ヶ崎
市議がコーディネーター役を務
め、約20名の会員の方々との意
見交換会、テーマは「平成の大合
の検証とこれからのまちづくり」で、素朴な疑問や提言など活発な
意見交換会で大変勉強になりました。県南生活者ネットは通称コ
ムハウスを拠点に、様々な活動（語学講座、各種イベント活動、自
然保護活動など）をして地域活性化に貢献している法人です。

▶８月17日（土曜日）
　関東直撃が予想されていた、大型台風の
台風17号が東にずれ、著しい被害は免れま
した。
　常設の排水ポンプ以外に、市役所でもさ
らにポンプを１台増設するなどの対応をい
ただきました。
　鳩崎地区の高橋川周辺では、これまで家
財等を２階に上げるなどの対応もしてきま
したが、高齢化によりこれも難しく、今後
の課題となってきています。
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後援会入会募集！
あなたの意見をお聞かせく
ださい。
多くの市民の方々と膝
をまじえ、腹をわった
お話をしたい。
先輩たちが築き守って
きた「稲敷」を、子ど
もたちの夢と未来のた
めに、引き継いであげ
たいと思っています。


